
①インフラ分野のデジタル化

社会経済状況の変化に対応するため、インフラ分野においてもデジタル技術やビッ
クデータを活⽤し、社会資本や公共サービスを変⾰するとともに、建設現場の安全
性・効率性の向上や働き⽅改⾰を推進します。
ICTを活⽤した⼯事の導⼊、地図情報と連動した施設点検やパトロール結果などの

情報の⼀元化などの取組を進めます。

(5)北海道Society5.0の実現
Ⅳ．社会資本整備の基本⽅針と主要施策

■河川⽔位等の災害情報のリアルタイム発信
・北海道が管理する595河川に危機管理型⽔位計を611箇所、簡易カメラを578箇所設置し、リ
アルタイムで⽔位情報等を提供しています。

デジタル化による被災時の迅速な情報共有

■迅速な災害対応
・ドローンによる被災状況の把握や被災・点検報告システムを⽤いた情報の共有など、デジ
タル技術を活⽤し、業務の迅速化、効率化に取り組んでいます。

ドローンによる被災状況の把握 崩壊地形の三次元メッシュモデルの作成

【従来⼿法】
・有⼈航空機による撮影
・作業員による崩壊斜⾯
頭部の確認

・測量作業と内業による
図⾯作成、⼟量の算定

迅速性、効率性、
安全性、経済性
の向上

【簡易カメラによる
リアルタイムの映像】

【危機管理型水位計の設置状況と水位情報】

避難判断⽔位
氾濫危険⽔位

観測開始⽔位

中の川（小樽市） 余市川（仁木町） 胆振幌別川（登別市）

砂防施設

平成28年10月
リヤウシナイ川 法面崩壊

令和２年８月豪雨
沓形仙法志鴛泊線 法面崩壊
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ICT施⼯

従来施⼯

準備 施⼯計画 丁張設置 施⼯ 出来形/検査

900（⼈/⽇）

400（⼈/⽇） 約56%縮減

【ICTを用いた測量及び建設機械による作業の効率化】

【自動化施工技術】

■現場の安全性や効率性の向上
・建設現場の安全性・⽣産性の向上を図るため、建設機械の⾃動化などICTを活⽤した⼯事を
推進します。

Ⅳ．社会資本整備の基本⽅針と主要施策

【出典：北海道建設部調べ、ICT施⼯⼯事の実績値より算出】

【監督業務の遠隔化】

現地確認の迅速化

ビデオ通話などにより、現地に⾏かなくても、
施⼯状況の確認や承認等の監督業務が可能に！

3次元測量 ICT機械施工

北海道ICTモデル工事現場見学会に
おけるICT建設機械操作体験ICT建設機械による施工 遠隔臨場による現地確認

3次元出来形管理

段階確認等

現現地地状状況況確確認認

材材料料確確認認

寸寸法法確確認認

地形データ 設計データ

受注者

受注者

発注者

ICT施⼯は丁張設置作業
が不要になるなど、従
来施⼯と⽐べ、約56％
の作業量の縮減効果が
⾒込める。

道路土工におけるICT施工の効果（約60,000m3のケース）

拡大
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